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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
神
祠
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

こ
と
を
鼠
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

臼
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
攣
研
究
」
を
畿
行
ず
る

伺
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

圏
　
随
時
研
究
會
を
開
く

「
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
曾
に
賛
助
農
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

　
ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
舗
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
調
書
館
・
其
他
の
團
膿
は
團
磯
の
名
を
以
て
入
．

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
（
曹
誌
十
二
冊
分

　
を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
曾
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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D
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〔
羅
慧
付
記
〕
　
こ
の
論
文
は
、
　
一
九
五
七
年
度
夏
二
期
に
お
け
る
五
葬
蓬
纈
講
演
中
、
第
一
回
転
行
わ
れ
た
講
演
で
・
あ
り
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
教
授
の
御

　
好
意
と
プ
ッ
フ
ナ
ー
先
生
の
御
霊
力
に
よ
り
特
に
本
誌
に
羅
…
爵
掲
載
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
「
嗣
～
性
の
命
題
」
の
論

　
文
は
、
こ
れ
の
餓
四
圃
の
講
演
に
あ
た
る
。
謬
出
に
當
っ
て
は
、
辻
村
公
一
先
生
の
御
白
蟻
を
い
た
だ
い
た
。
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會

出
口

一
、
本
禽
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
墾
の
方
は
京
都
市
左
京
歴
吉
韻
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
曹
（
振
替
簾
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
愈
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
、
二
二
〇
圃
又
は
坐
－
年

六
一
〇
圓
）
を
お
佛
下
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
螢

費
に
在
す
る
㎝
切
は
東
京
都
千
代
田
腰
代
宮
取
二
　
創
文
砒

　
（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
創
文
職
）
宛
に
願
ひ
ま
す

一
、
三
遍
切
れ
の
場
合
は
封
簡
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
佛
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分
又
は
傘
年
分
）

愈
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六
冊
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
愈
費
の
攣
更
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
　
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

…
、
會
員
の
旧
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
「
切
は
京

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
・
薪
刊
書
・
審
瞼
雑
誌
等
は

本
論
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

京京都
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㌶哲
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昭
和
三
十
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年
七
月
十
五
日
印
刷

昭
和
三
十
瞬
年
七
月
二
十
日
襲
行

畿
行
所

編
集
人

磯
手
入

二

尉

所

印

rs11

人
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式
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駄
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文
　
規
　
定

東堀堀東捨土饗京口

編藤保袋・都
1印影1弁豪華哲

1刷子驚1學
六所郎二男夫　　　　　　飛會

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
珊
顧
代
宮
町
二

振
替
環
座
　
東
京
　
九
二
四
七
二
番

竃
詣
　
丸
ノ
内
（
お
）
四
〇
〇
八
番

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
論
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
穀
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
債
一

二
〇
圓
、
送
料
・
八
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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